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●修了要件
基礎科目においては、必修11単位に加え、選択4単位の中から2単位以上修得する。
専門科目においては、動物看護学領域・動物人間関係学領域のそれぞれから2単位以上修得の上、
専門科目（選択科目）全体で9単位以上修得する。
以上の基礎科目と専門科目に加え、特別研究10単位を修得し、修了要件は32単位以上とする。
特別研究については、研究指導を受けた上で、修士論文を作成し、
論文審査に合格することにより単位を修得する。

基礎科目

生命倫理学特論（必） 新島典子・加藤理絵・山北宣久

動物愛護・福祉特論（必） 菅野多恵

動物看護学Ⅰ（必） 今村伸一郎・梅村隆志・近藤昌弘

動物看護学Ⅱ（選） 岡﨑登志夫・櫻井富士朗・花田道子・小嶋佳彦

動物看護学演習（選） 梅村隆志・今村伸一郎・櫻井富士朗

動物人間関係学特論（必） 山﨑薫・長島孝行・村上隆広・島森尚子・新島典子・フリッツ吉川綾・
早田由貴子・小嶋篤史

動物人間関係学演習（選） 長島孝行・村上隆広・島森尚子・新島典子・フリッツ吉川綾

ヒトと動物の環境科学特論（必） 植田富貴子・石川牧子

動物看護教育特論（必） 山﨑薫・植田富貴子

研究方法論（必） 梅村隆志・今村伸一郎・櫻井富士朗・岡﨑登志夫・植田富貴子・村上隆広・
島森尚子・新島典子

専門科目

応用動物看護学Ⅰ（選） 今村伸一郎・梅村隆志

応用動物看護学Ⅱ（選） 岡﨑登志夫・櫻井富士朗

応用動物人間関係学Ⅰ（選） 植田富貴子

応用動物人間関係学Ⅱ（選） 小黒美枝子・村上隆広・島森尚子・新島典子・フリッツ吉川綾

特別研究 特別研究（必） 梅村隆志・今村伸一郎・富田幸子・岡﨑登志夫・植田富貴子・
村上隆広・島森尚子・新島典子

1
年
次

専門科目

応用動物看護学演習Ⅰ（選） 梅村隆志・今村伸一郎・

応用動物看護学演習Ⅱ（選） 岡﨑登志夫・櫻井富士朗

応用動物人間関係学演習Ⅰ（選） 植田富貴子

応用動物人間関係学演習Ⅱ（選） 小黒美枝子・村上隆広・島森尚子・新島典子・フリッツ吉川綾

インターンシップ（選） 梅村隆志

特別研究 特別研究（必） 梅村隆志・今村伸一郎・富田幸子・岡﨑登志夫・植田富貴子・
村上隆広・島森尚子・新島典子

2
年
次

担当教員科目

■ 動物看護学研究科カリキュラム （必）必修科目／（選）選択科目

論文作成に必要な動物看護の知識修得のため、本学の動物看護学部の科目等履修制度を利用することができます。
費用は1科目あたり2,000円です。

■ 動物看護学部の科目等履修制度

●獣医学科  ●獣医保健看護学科  ●アニマルサイエンス学科  ●動物危機管理学科

●動物生命薬科学科  ●臨床検査技術学科  ●生命動物学科  ●医療工学科 動物看護学コース
●動物科学科  ●食品ビジネス学科  ●食品科学科  ●食と健康学類

●獣医学科  ●獣医保健看護学科  ●アニマルサイエンス学科  ●動物危機管理学科

●アニマルバイオサイエンス学科  ●くらしの生物学科  ●動物資源科学科  ●生命環境学科

●心理・行動科学科  ●美学美術史学科  ●社会学科  ●国際文化学科  ●芸術文化学科
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■ 動物看護学研究科が取り組んでいる研究テーマ

研究指導教員

研究指導教員

研究指導教員

研究指導教員

ER八王子動物高度医療救命救急センター
地域のホームドクターと連携し、高度な動物医療を提供する
二次診療施設があります。最先端（MRI、CT完備）の臨床現
場でのインターンシップを経て、共同研究の道も拓けます。
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再生性結節内の
肝細胞腺腫の顕微鏡写真

下記の学科で学んだ方たちも本大学院で関連分野の研究ができます

カリキュラム詳細

動物がん看護における動物看護師と飼い主の
信頼関係構築に関する研究

肝再生巣を母地とする
肝腫瘍形成過程の分子病理学的解析

動物虐待と児童虐待の関連性についての研究

自然度の高い森林地域から市街地に隣接する
緑地帯にかけての哺乳類の生息環境研究

ペットロス回復支援に向けたつながりと場の研究
─自助グループ（SHG）を中心─

梅村 隆志 教授（動物病理学分野）

梅村 隆志 教授（動物病理学分野）研究指導教員

植田 富貴子 教授（衛生学・公衆衛生学分野）

植田 富貴子 教授（衛生学・公衆衛生学分野）

新島 典子 教授（ペットの社会学分野）
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・長島 孝行・石川 牧子・木村 祐哉


